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本年度の教育重点項目

【基本方針】

語学力と国際教養、商業実務能力の習得を目指す学校教育を行い、

文化多様性への理解を深める教育を通して、グローバルな環境で活躍できる

人材を育成する。

【今年度の教育重点目標】
・カリキュラムの定着化
・座学より実践。知識の伝授より学習マネージメントに重点を置き、学生を孤立させない
・学生募集方法の確立
・入学選抜試験選考方法の確立
・留学生、日本人学生が交流できる環境づくり

1



１）現状の取り組み

２）課題と今後の改善策

３）その他特記事項

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1 理念、人材育成像は定められている。

項目別評価

1．教育理念・目的・人材育成像　

評価項目 自己評価

学校の理念・目的・育成人材像は定め
られているか

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1

特に人材不足の企業を支援するための取
組み、地域社会に貢献できる人材育成を
目指している。

育成人材像は専門分野に関連する業界
等の人材ニーズに適合しているか

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1 適合している。

理念等の達成に向け特色ある教育活動
に取り組んでいるか

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1
時事日本語や異文化コミュニケーション等の
授業を通して、身近な話題と国際的な視野に
着目して、教育活動を進めている。

社会のニーズ等に踏まえた将来構想を
抱いているか

理念、目的、人材育成像に沿って運営をしており、年度ごとに到達目標を学生に提示してい
る。留学生が勉強や学校生活を通して、お互いに成長、発見ができる場を提供し、グローバ
ル社会において活躍する人材の育成を目指している。

日本人学生の募集及びカリキュラムの構築を検討していく。
「技術・人文知識・国際業務」の在留資格取得に向けたカリキュラム編成

２．学校運営
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１）現状の取り組み

２）課題と今後の改善策

３）その他特記事項

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1
大まかな組織は整備されているが、細か
い役割は構築段階である。

理念等を達成するための事業計画を定
めているか

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1 事業計画は定められている。

設置法人の組織運営を適切に行ってい
るか

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1
設置法人の組織運営を適切に行ってい
る。

学校運営のための組織を整備している
か

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1
ディスクネッツ・WSDB等を活用して効率化を
図っている。

人事・給与に関する制度を整備してい
るか

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1
ステージ制を導入し、人事・給与に関す
る制度を整備している。

意思決定システムを整備しているか 4 ・ 3 ・ 2 ・ 1
意思決定は概ねスムーズに行われている。今後、
教職員の増員が予想されるため、意思決定システ
ムの構築が必要。

情報システムに取組み、業務の効率化
を図っているか

運営方針は、経営ビジョン発表会で教職員へ周知を図っている。教育、進路指導といった年
間の事業計画と中期計画を策定している。

３．教育活動　

評価項目 自己評価

事業計画をより綿密し、より見通がもてるようにする。

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1
理念に沿った運営方針を定めており、教
職員への周知も行っている。

評価項目 自己評価

理念等に沿った運営方針を定めている
か
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１）現状の取り組み

２）課題と今後の改善策

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1

グローバル社会での即戦力を育成し、仕
事に必要な資格も取得すべく、教育課
程、実施方針を定めている。

理念等に沿った教育課程の編成方針、
実施方針を定めているか

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1 反映できていない。

学科毎に修業年限に応じた教育到達レベ
ルを明確にしているか

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1

教育到達レベルを明確にし、資格・能
力・社会人としての考え方を養ってい
る。

教育目的・目標に沿った教育課程を編
成しているか

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1 目標を定め、教育課程を編成している。

教育課程について、外部の意見を反映
しているか

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1
学則に基づき学生便覧を作成。明確化し運用
している。

キャリア教育を実施しているか 4 ・ 3 ・ 2 ・ 1
就職先や各種団体と連携を取り、必要な能力
やマナーを集約。それを基に必要な教育を実
施している。

授業評価を実施しているか 4 ・ 3 ・ 2 ・ 1 全教員対象に年に１回実施している。

成績評価・修了認定基準を明確化し、
適切に運用しているか

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1

留学生には、日本語の資格が取れるように指
導体制を設けている。また、英検やTOEICの
スコアアップ、BJT、PATFの各種検定の指導
体制ができている。

作品及び技術等の発表における成果を
把握しているか

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1
グループワークや個人等での成果を掲示し、
把握に努めている。

目標とする資格・免許は、教育課程上
で、明確に位置づけているか

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1
学生により進路が異なるので、教育課程上で
は、統一された資格は明確になっていない。

資格・免許取得の指導体制はあるか

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1
教員の組織体制は、概ね整備されてい
る。

資格・要件を備えた教員を確保してい
るか

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1 確保できている。

教員の資質向上への取組を行っている
か

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1

長期休みに教員を対象とした研修会等を行っ
ている。
今年度は、心理教育をはじめ、複数回勉強会
を実施する予定。

教員の組織体制を整備しているか

各種検定取得に向けた授業を展開している。

学生の進路や希望に合わせてサポートを行っている。レベル差があるため、目標や資格にも
個人差がある。今後、就職に必要な英語やビジネスの資格取得が目指せるようにしていきた
い。
在留資格「技術・人文知識・国際業務」での就職に対応できる科目・資格をさらに精選し、
カリキュラムを構築していく。
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３）その他特記事項

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1
就職担当・担任で面談を実施し、学生のニー
ズに応じた対応をしている。
講義内容も就職を意識した内容としている。

４．学修成果　

評価項目 自己評価

就職率の向上が図られているか

学生の進路や希望に合わせてサポートを行っている。レベル差があるため、目標や資格にも
個人差がある。今後、就職に必要な英語やビジネスの資格取得が目指せるようにしていきた
い。
在留資格「技術・人文知識・国際業務」での就職に対応できる科目・資格をさらに精選し、
カリキュラムを構築していく。
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１）現状の取り組み

２）課題と今後の改善策

３）その他特記事項

より一層の社会人教育の充実、コミュニケーション能力を重視した授業内容を教員同士でブ
ラッシュアップしていきたい。

５．学生支援　

評価項目 自己評価

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1

書類作成・面接指導の実施をしている。
また明晴グループ内にある人材紹介会社
を通じ就労支援を行っている。

就職等進路に関する支援組織体制を整
備しているか

資格・免許取得率の向上が図られてい
るか

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1

カリキュラムのフィードバック、学生と
の面談などを通し資格取得の向上が図ら
れている。

卒業生の社会的評価を把握しているか 4 ・ 3 ・ 2 ・ 1 卒業生との連携を強化し把握に努めている。

JLPTの上位レベル及び各種検定取得に向けた授業を展開している。
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１）現状の取り組み

２）課題と今後の改善策

母国語が話せるスタッフがいるため、留学生のトラブル、保護者などの対応ができている。
教師との面談も細かく設定されているため、学生自身に起きている問題も把握しやすい。主
に卒業した留学生の日本語のサポートができる体制もある。

学生の心理的なサポート体制は充実していないため、専門の先生と連携できるようにしてい
きたい。

退学率の低減が図られているか 4 ・ 3 ・ 2 ・ 1 未然に防ぐべく相談体制を設けている。

保護者との連携体制を構築しているか

学生相談に関する体制を整備している
か

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1
教職員間での連携を取りながら、相談窓
口の整備や個別面談を実施している。

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1
健康診断の実施。また、教職員間での連携を
取りながら、相談窓口の整備や個別面談を実
施している。

留学生に対する相談体制を整備してい
るか

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1 同上

学生の経済的側面に対する支援体制を
整備しているか

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1

学費の支払いについては個別対応を実施
している。
アルバイト先の紹介も行っている。

学生の健康管理を行う体制を整備して
いるか

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1
現状、社会人に対する教育は行っていな
い。

卒業生への支援体制を整備しているか 4 ・ 3 ・ 2 ・ 1
就業先へ訪問し、現況の把握に努めていく。
また、明晴グループ内にある人材紹介会社で
支援を行っている。

産学連携による卒業後の再教育プログ
ラムの開発・実施に取組んでいるか

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1
就労後支援として留学生に対する日本語
能力向上のための講義を行っている。

社会人のニーズを踏まえた教育環境を
整備しているか

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1
必要に応じ、電話・メール・対面での連
携を取っている。

学生寮の設置などの生活環境支援体制
を整備しているか

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1 通学が容易な距離に寮を整備している。

課外活動に対する支援体制を整備して
いるか

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1
日本語力向上やマナーが身につくようにする
ための課外活動を実施する予定。
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３）その他特記事項

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1
校舎は比較的新しく、整備されており、
基準を満たしている。

６．教育環境　

評価項目 自己評価

教育上の必要性に十分対応した施設・
設備・教育用具等を整備しているか

学外実習、インターンシップ、海外研
修等の実施体制を整備しているか

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1 インターンシップを行う予定がある。

防災に対する組織体制を整備し、適切
に運用しているか

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1
防災委員会を設置し、全校で防災訓練を
年1回実施している。
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１）現状の取り組み

２）課題と今後の改善策

３）その他特記事項

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1
福生警察に協力いただき、安全な学校・地域
生活が送れるよう体制を整えている。また、学
内でＡＥＤ研修を実施している。

学内における安全管理体制を整備し、
適切に運用しているか

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1
資料送付や高等学校に訪問して説明を実施
する予定。

校内の防災委員会では、避難訓練、職員を対象にＡＥＤ研修等を実施している。インターン
シップも企業と協力しながら行っている。

設備については充実してはいるが、学生は活用ができていないため効果的に利用できるよう
に案内していきたい。

７．学生の募集と受入れ　

評価項目 自己評価

高等学校等接続する教育機関に対する
情報提供に取組んでいるか

学生募集活動を適切、かつ、効果的に
行っているか

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1
日本だけでなく、海外から直接専門学校
に入学する留学生を受け入れている。

入学選考基準を明確化し、適切に運用
しているか

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1 合格基準点を設け運用している。
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１）現状の取り組み

２）課題と今後の改善策

３）その他特記事項

経費内容に対応し、学納金を算定して
いるか

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1 算定している。

入学辞退者に対し授業料等について適
正な取扱いを行っているか

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1
年度末の3月31日までの入学辞退であれ
ば、学費を返金することになっている。

入学選考は適切に行っており、入学する学生に応じて授業のやり方も工夫してる。学費に関
しては、経費内容に対応し算定している。また奨学金制度、留学生学費減免制度を設けてい
る。入学辞退者に対する授業料の返金については、ルールを設け、募集要項で周知してい
る。

学生募集に関する情報提供は、十分にされていない。定期的な学校訪問、オープンキャンパ
スも十分にはできていないので、学生募集に関する年間スケジュールの確立と人員の動員が
必要。

８．財務　

評価項目 自己評価

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1
概ね問題ないが、資金繰りは引き続き課
題。

学校及び法人運営の中長期的な財務基
盤は安定しているか

学校及び法人運営にかかる主要な財務
数値に関する財務分析を行っているか

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1 概ね問題ない。

教育目標との整合性を図り、単年度予
算、中期計画を策定しているか

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1 予算案、収支計画を策定している。

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1

留学生については入試で日本語能力を図
る筆記試験や面接試験を実施し、個別の
成績や所見をもとに学生のレベルに応じ
た授業内容にしている。

入学選考に関する実績を把握し、授業
改善等に活用しているか
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１）現状の取り組み

２）課題と今後の改善策

３）その他特記事項

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1
公開が義務付けられている書類の作成は
できているが、積極的には公開していな
い。

予算及び計画に基づき適正に執行管理
を行っているか

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1 概ね問題ない。

私立学校法及び寄附行為に基づき適切
に監査を実施しているか

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1 適切に実施されている。

私立学校法に基づく財務情報公開体制
を整備し、適切に運用しているか

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1 適正な学校運営を行っている

予算案、収支計画を作成し、収支のバランスはとれて利益の見込みも立っている。監査報告
書の作成、及び監査での指摘事項についての対応は行われている。

資金繰りについては、引き続き課題である。

９．法令等の遵守　

評価項目 自己評価

法令や専修学校設置基準等を遵守し、
適正な学校運営を行っているか

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1 ホームページで結果を公表している。

学校が保有する個人情報保護に関する
対策を実施しているか

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1
概ね問題ない。システムの導入も含め、
より厳重な対策をしていく予定。

自己評価の実施体制を整備し、評価を
行っているか

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1 小規模ではあるが、評価を行っている。

自己評価結果を公表しているか
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１）現状の取り組み

２）課題と今後の改善策

３）その他特記事項

１）現状の取り組み

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1
HP・インスタを通して、授業の様子や各
種イベント情報等を発信している。

学校関係者評価の実施体制を整備し、
評価を行っているか

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1
学校関係者の評価体制は整備されていな
い。今後実施の方向で考えている。

学校関係者評価結果を公表しているか 4 ・ 3 ・ 2 ・ 1 公表していない。

教育情報に関する情報公開を積極的に
行っているか

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1
教職員・学生で学校周辺の清掃を実施してい
る。

自己点検自己評価については、適切に行いホームページで結果を公表している。学校関係者
の評価体制は整備されていないため、今後体制を構築していく必要がある。

学校関係者、第3者評価については引き続き課題。

１０．社会貢献・地域貢献　

評価項目 自己評価

学校の教育資源を活用した社会貢献・
地域貢献を行っているか

国際交流に取組んでいるか 4 ・ 3 ・ 2 ・ 1
地域の高校と留学生との交流企画を計画して
いる。
「多文化交流フェスティバル」を実施している。

学生のボランティア活動を奨励し、具
体的な活動支援を行っているか

4 ・ 3 ・ 2 ・ 1
学生会及びイベント委員会で地域でのイベン
ト参加を募集し、活動を促している。

当校の留学生と近隣の高校生、住民の方との交流会を定期的に行っている。また、地域の日
本人、外国人との交流を目的に年に1回、多文化共生フェスティバルを企画している。
地域行事に学校を開放している。
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２）課題と今後の改善策

３）その他特記事項

コロナがあけて、徐々にではあるが、交流の機会が増えている。地域との交流、外国人と日
本人の交流は当校の特色でもあるので、今後、更に充実させていきたい。

当校の留学生と近隣の高校生、住民の方との交流会を定期的に行っている。また、地域の日
本人、外国人との交流を目的に年に1回、多文化共生フェスティバルを企画している。
地域行事に学校を開放している。
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